
米の価格は需要と供給の

バランスなどで決まります︕

米の価格が決まるしくみ

量が増えると価格が下がり、足りなくなると価

格が上がる――。私たちの身の回りにある商品と同

じように、米の価格も「需要と供給のバランス」など

を基に決まっており、「生産にかかるコスト」も考慮

していく必要があります。

最近の米の価格高騰の背景には、①国による需要と

供給の見通しが実際とズレたこと（農家は国が示す

目安を参考にして米を作っています）②米の不足感が

強まり、米を確保する競争が激しくなったこと――

などがあります。これらを含む複数の要因が重なり

合い、今の米の価格となっています。

図１. 価格の
決まり方

図２. 農水省の需要の見通しと実績
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JAグループは米の安定供給に

取り組んでいます

日本国内の多くの地域で、米は年１作が基本です。年１回の米作りで消費者の食卓
や弁当、外食などの需要を満たすには、年間を通じて安定的な量・価格・品質で供
給することが欠かせません。

もし米が安定供給されなかったら…︖

時期によって量が変動しやすい 価格が乱高下しやすい 国産のお米が手に入りにくい

仕入れ量が

不安定で困る 価格が安定しないと

困るわ

おいしい

日本のお米が食べられ

ないなんて嫌︕︕

安定供給に向けたＪＡグループの取り組み例

生産者とＪＡの間での、３～５年などの複

数年契約の取り組みを進めています。複

数年にわたる安定的な販路を確保するこ

とで、農家は安心して生産に取り組むこ

とができます。ＪＡは外食業者や小売店に

米を安定的に届けられます。

複数年で契約栽培

異常気象の中でも収量※１や品質を安定さ

せるため、ＪＡの営農指導により、技術向

上を図っています。また、必要な時に必要

な量を、そして品質にバラつきのない米を

年間を通じて出荷するため、ＪＡが共同乾

燥調製施設※２や低温倉庫を運営していま

す。

収量や品質の安定 コスト削減や物流改善

ＪＡグループは、低コストの肥料・農薬

の普及や、共同購入コンバイン※３の供給

に取り組んでいます。物流でも、鉄道や

船舶による輸送に力を入れ、より効率的

な輸送に成果をあげています。

※１ 収穫した農産物の分量。品種や栽培方法、気象条件などが収量に影響します。

※２ 農家が収穫した米を持ち寄り、一括で乾燥や選別、調製を行う施設です。

※３ JAグループが生産者の需要をとりまとめ一括で購入することで、購入価格の引き下げを実現します。
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